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今日、液晶や半導体を用いた光線制御技術を活用した 3D ディスプレイの研究が進展している。特に、

裸眼で視認できる立体光学像を生成する技術は、ディスプレイ産業への影響が大きいと期待されるこ

とから活発に研究が行われており、波面再生方式（ホログラフィー）やマルチビュー3D ディスプレイ

など、多様な方式やデバイスが開発されている。しかし、小型・薄型化や解像度・リフレッシュレー

トの向上が課題となり、普及には至っていない。例えば、ホログラフィーやレンズアレイ方式のディ

スプレイにはレンズなどを含む複雑な光学系が必要となり、2D ディスプレイと比較して装置の奥行き

が格段に大きくなる。また、縦・横だけでなく奥行き方向にも像を生成する必要があるため、2D ディ

スプレイに比べてはるかに高密度で高速な画素の生成が求められる。しかしながら、現時点でこれら

の要求を満たす技術はなく、十分な質をもった立体像を小型デバイスで投影することは難しい。 

本研究ではこれらの課題を解決する新たな素子として、柔軟に変形する微小な液滴に着目した。こ

の液滴は直径 30 µm で非常に小さく、基板上にほぼ真球構造を保持して自立することができ、電場印

加により電場方向に伸張して変形する[1]。インクジェット法により高密度・広範囲に配置することが可

能であり、将来的に薄型の超多眼式立体ディスプレイとして機能しうる。本研究ではその基盤技術と

なる光線進行方向の変調を目指し、デバイス開発および測定を行った。液滴に対して垂直方向に電場

を印加した結果、電場と垂直な方向に静電気力が働き、回転楕円体への変形が確認された（図１）。こ

の液滴に対して基板底面からレーザーを入射しその透過光を観測した結果、電場強度に応じて液滴の

変形が大きくなること、および変形に応じて透過光の発散角が大きくなることを明らかにした。今後

は液滴を斜めへと変形させることにより、進行方向の制御を試みる予定である。 

 

図１：電場印加による液滴の変形とそれに伴う光線の発散角・進行方向の変化 

 

[1] Masato Kato, et al., Advanced Materials, 2024, 2413793. 
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